
 

 

 

 

月日    月   日〜   月   日 

経過 入院日〜 退院日 

目

標 

疾患を理解でき、治療内容がわかる 
息苦しさが軽減する 
咳・痰が少なくなる 
発熱による苦痛が緩和消失する 
合併症を予防できる 

症状が安定する 
退院後の療養について理解できる 

検
査 

症状の経過に応じて適宜血液検査、レントゲン検査、PCR検査等を 
おこないます 

 

食
事 

発熱その他の症状に応じて、無理せず食事をすすめてください  

処
置
・
観
察 

朝、昼、夜に体温、脈拍、血圧等を測定します 
 
 
 
必要に応じ、処置を追加します 
発熱時には解熱剤を使用し、保冷枕などを用意します 
 
入院時にリストバンドを装着します 

 

注

射

・

内

服 
 

持参薬、おくすり手帳を看護師にお渡しください 
 
 
 
必要な場合、点滴を行います 

 

行

動 

安静度は病室内のみです 
リモート面会が出来ます 
詳しくは看護師にお尋ねください 

 

説

明 

医師より説明  
・検査結果と入院後の治療計画について 

 
 

看護師より説明  
・入院生活について 

医師より説明 
・退院後の治療について 

 
 

看護師より説明 
・退院後の治療について 
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コロナ感染症もしくはコロナ感染症疑いの治療を 

受けられる 

様へ 
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説明医師 

 

説明看護師 

＊入院に際して、この用紙を必ずお持ちください 
＊入院時に栄養状態を評価して栄養管理計画を立てます。定期的に栄養状態の再評価を行い計画を見直します。 

＊この表はおよその経過をお知らせしたものです。種々の都合により、予定通りではないこともあります。 


